
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７年３月２６日(日)) 

#１９７ 写真ュース 

社民党県連合第２５回県連合大会  

：党神奈川 教育宣伝委員会発行 

三
月
二
十
六
日(

日)

、
横
浜
市
内
に
お
い
て
社
民
党
神
奈
川

第
二
十
五
回
定
期
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

福
島
み
ず
ほ
県
連
合
代
表
は
「
い
ま
国
会
は
森
友
学
園
問

題
で
揺
れ
て
い
る
。
安
倍
総
理
か
ら
森
友
学
園
へ
の
一
〇
〇

万
円
の
寄
付
、
安
倍
昭
恵
夫
人
へ
の
講
演
料
と
し
て
一
〇
万

円
な
ど
、
更
に
籠
池
夫
人
と
昭
恵
夫
人
と
の
メ
ー
ル
の
や
り

取
り
な
ど
、
証
人
喚
問
で
籠
池
さ
ん
が
発
言
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
が
真
実
で
あ
れ
ば
明
ら
か
に
政
治
的
関
与
、
政
治
的
忖

度
（
そ
ん
た
く
）
で
は
な
く
権
力
の
行
使
で
許
さ
れ
る
こ
と

で
は
な
い
。
安
倍
総
理
は
森
友
学
園
問
題
で
自
分
や
妻
が
関 

 
わ
っ
て
い
た
ら
国
会
議
員
も
総
理
も
辞
め
る
と
言
っ
た
。

稲
田
大
臣
の
夫
も
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

た
の
で
、
昭
恵
夫
人
の
証
人
喚
問
は
何
と
し
て
も
と
り
た

い
。
真
実
を
突
き
つ
め
れ
ば
安
倍
内
閣
は
退
陣
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
る
。
憲
法
改
悪
さ
せ
な
い
た
め
に
も
共
謀
罪
を

葬
る
た
め
に
も
追
い
込
む
」
と
挨
拶
の
中
で
述
べ
ま
し
た
。 

佐
々
木
克
己
副
代
表
は｢

中
央
の
政
治
を
見
て
感
じ
る

の
は
政
治
の
劣
化
、
腐
敗
、
事
実
上
の
安
倍
総
理
に
よ
る

独
裁
政
治
に
近
い
。
そ
の
中
で
の
お
ご
り
で
あ
り
傍
若
無

人
な
政
治
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
森
友

学
園
疑
惑
。
一
方
で
は
共
謀
罪
を
は
じ
め
と
す
る
と
ん
で 

 

県連合大会であいさつを述べる福島みずほ県連合代表と代議員、傍聴者 

挨
拶
す
る
「
さ
さ
き
克
己
」
副
代
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も
な
い
法
律
が
国
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る
。
自
民
党
一
強
は
選
挙

制
度
の
結
果
で
あ
り
国
民
の
多
く
は
自
民
党
以
外
の
政
党
を
支

持
し
て
い
る
。
私
は
第
十
五
選
挙
区
（
茅
ヶ
崎
・
平
塚
・
大
磯
・

二
宮
）
か
ら
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
が
、
社
民
党
が
見
え
る
形

で
の
街
頭
宣
伝
、
各
種
集
会
、
学
習
会
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
選

挙
戦
を
通
じ
て
党
員
拡
大
、
支
持
者
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
闘
い
を

皆
様
と
共
に
進
め
る｣

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

意
見
・
質
問
は
十
一
名
、
参
加
者
は
八
十
五
名
。 

  

意
見
・
質
問
は
十
一
名
、
参
加
者
は
八
十
五
名
で
し
た
。 

 

左は大会代議員、右は新入党員に自記筆の色紙を手渡す福島みずほ代表 

左から高橋八一副代表、金子豊貴男幹事長、福島みずほ代表 

左から、中川としお寒川町議、小原慎一平和運動セン

ター事務局長。兼子博行党南関東ブロック事務局長 

 


